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　苦情解決状況　　　　令和２年 1月～令和２年  6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設設備：２件、生活について：２件（４件解決）

内　　容 てんまつ

　入所間もなく、いろいろな事情も考えら
れ、話しやすい環境として話す機会を設け
た。

　生活相談会にて話を聴いていただいた。家族のこと、職歴などや現在の
生活について話すことができた。今後の目標や楽しみについても話され
た。

　無断外出や生活態度に課題がみられ、い
ろいろな面から自ら考える機会として話す
機会を設けた。

　生活相談会にて話を聴いていただいた。生い立ちについて聞いていただ
き、生活態度については、ひとつひとつ懇々と説諭していただいた。仕事
についても前向きな助言をいただいた。

　部屋の出入り口のドアが、開閉のたびに
音がうるさく、音がしないように改修して
ほしい。

　苦情解決責任者に報告。ドアの音については、検討している。但し、構
造的にすぐ対応ができないこと。改修の内容と時期は検討していくとの回
答。申出人へも説明。また、利用者全体にドアの開閉時には、注意し丁寧
に扱うよう廻りに気配りすることも大事であると併せて説明し伝えた。

　トイレに上靴のまま入っている。厳重に
注意してほしい。

　苦情解決責任者へ報告。全体へトイレの使い方について注意と周知をす
るように指示あり。朝礼にて、利用者全員へトイレの使い方について注意
と説明をし、その後、対象の利用者にも個別に指導をした。

          

障害者就業  障害者就労・生活支援センター   

だんだん センター長 加藤陽一 

          

「日々の関わりで感じること」 

 

障害者就業・生活支援センターは、「働く」

をキーワードに障害のある人達と家族、そして

企業からの相談に応じる機関です。今回は、当

センターの活動の中で感じていることについて

触れさせていただきたいと思います。 

 「企業で働く」について考える際、職場内の

出来事、例えば「どうすれば業務を覚えられる

か？」等を思い描かれるかもしれません。勿

論、これらの視点が大切であることは間違いあ

りませんし、私たち支援者が関わる場面も多い

です。しかし、私たちが「働く」を考える際、

より大切と実感していることは、職場の外にあ

ります。 

職場の外、すなわち日常生活そのものが、就

労継続の基盤になると考えます。働く彼ら、彼

女らが日々の生活において「どんなことを大切

にしているのか？」「どれ位の人達と情緒的な

繋がりを持って暮らしているのか？」等の視点

です。一見、働くとは直接関係ないように思わ

れるかもしれませんし、短い期間の関わりでは

とらえづらいかもしれません。しかし、地道に

この視点で見守り続けることが就労の継続に有

効であると感じています。 

 

あ り が と う 

 
【寄付】                                     

マスク             小川由華子 様 

マスク      ㈱ハマネン設備センター様 

マスク             左右田泰丈 様 

柏餅                            美崎屋 様 

チョコレート 

セブンイレブン ジャパン様 

 

【慰問】 

友近やっくん様 

こだま 

 

お世話になっています 
 

【ボランティア】 

生け花・茶道クラブ    左右田慧子様 

将棋クラブ        間渕 秀明様 

絵手紙クラブ       鈴木八重子様 

              飯田偉久子様 

書道・ペン習字クラブ   松原 正英様 

ヨーガクラブ       山内亜紀子様 

健康体操・外出支援    稲垣久美子様 

詩吟クラブ       三ツ矢ミホ子様 

音楽クラブ        木村 裕子様 

       村上 忠男様 

アニマルセラピー    （N）日本アニマル

セラピー協会浜松本部様 

 

【絵画・作品貸出】 

          鴨江北町さわやかクラブの皆様 

                      廣瀬ともや様 


